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掲載希望者は、掲載月の３カ月前の１日（松掌抄承

の場合は、その翌開庁日）午前９時から電話で広報広
聴係（緯〈７１〉２２０２）へ。各情報については、それぞれの
問い合わせ先へ。
※掲載は先着順。ただし、過去に掲載していない団体
を優先します。７月１日号分は４月３日捷から受け
付けます。掲載基準等の詳細は同係まで問い合わせ
てください。

安城英語スピーチクラブ会員募集

簡単な英語で、決めたテーマについて１～２分発表
後、フリーに会話をします。学生も歓迎。
■時月２回昇午後７時３０分～８時４５分 ■場作野公民館
■対初級～中級程度の英語力がある人 ■￥１回１０００円
■問瀬戸勝幸さん（緯０８０〈５１３２〉２３７７）

かつ ゆき

RisingKids英会話会員募集
外国人教師と一緒に楽しく英会話を学びませんか。
■時月３回松 ３～６歳施午後１時１０分・３時１０分 小
学生施午後１時５０分 ■場文化センター ■定各８人（先
着順） ■￥月額２８００円
■問ジェインさん（緯０９０〈９１２５〉９４６０）

安城ギタークラブ会員募集
クラシックギターで合奏を楽しみませんか。初心者・
経験者大歓迎です。練習の様子をご覧ください。
■時毎週掌午前９時～正午 ■場二本木公民館
■￥月額１０００円 ■持クラシックギター、足台、譜面台
■問木内正範さん（緯〈７５〉５０３３）

まさ のり

■時とき ■場ところ ■内内容 ■講講師 ■対対象
■定定員・募集人数 ■￥会費・入場料など ■持持ち物
■他その他 ■申申し込み方法など ■問問い合わせ先

４コマ漫画募集中！
３月１０日晶まで「安城市さわやかマナーまちづくり

条例」を題材にした４コマ漫画を募集しています。
■他■問作品は冊子にまとめて３月末に発刊予定。専用の
作画用紙は各地区公民館で配布。詳細は作画用紙を参
照するかフィリアの会・永見正行さん（緯〈５５〉３４３８）

まさ ゆき

国際ソロプチミスト安城チャリティコンサート
青島広志のおしゃべりコンサート。テレビでおなじ

ひろ し

みの青島氏による楽しく分かりやすいクラシックです。
■時４月１５日松午後１時３０分（開場は午後１時） ■場文化
センター ■￥３０００円（全席自由席）
■問富田恵子さん（緯〈９９〉０１８１）

けい こ

スポーツ吹矢安城東部翼講座案内
スポーツ吹矢は、一気に矢を吹き放つので腹式呼吸
が必要。健康増進に役立ちます。■時３月１日昌・８日
昌・１５日昌・２２日昌午後１時３０分～３時３０分（全４回）
■場東部公民館 ■定１６人程度（初日先着順） ■￥２０００円
（マウスピース代含む） ■問山口昇さん（緯０９０〈４１１８〉９１７７）

のぼる

山本祐司展・日本雅人会書展
ゆう じ が じん

安城文化協会の特別表彰を受賞した山本祐司と書道
教室会員の展覧会。漢字や仮名等の作品を展示します。
■時３月１５日昌～１９日掌午前９時～午後５時（１５日は午
後１時から、１９日は午後４時まで） ■場市民ギャラリー
■問山本祐司さん（緯０８０〈３６７５〉７３５６）

リスこりすリトミック新年度会員募集
親子で行う楽しい音脳リトミックです。

■時月３回昇午前 ■場中部公民館 ■対１歳６カ月～３歳
の子とその親 ■定子の年齢別に各８組（先着順） ■￥月
額３０００円 ■他年齢によってクラス・時間が分かれます
■申藤堂恵子さん（緯０８０〈１６００〉１７７５）

けい こ

チアキッズエンジェル会員募集
音楽に合わせて体を動かすことが大好きな子、大募
集錘覚えたダンスでイベントに出演していきます♪
■時毎週昭午後５時３０分～７時５５分（３チーム分。１チ
ーム４５分） ■場明祥プラザ ■￥月額２５００円 ■対年少～
小学６年生 ■問都築真千子さん（緯０９０〈８７３２〉７８４７）

ま ち こ
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小笠原永人くん（９カ月）
えい と

水野陽くん（１０カ月）
はる

いつもたくさんの幸
せをくれるはるくん。
目が合ったときのにこ
って笑う顔が大好き♡
すくすく大きくなぁれ！

(横山町)

笑顔に溢れた優都♡
生まれてきてくれてあ
りがとう！パパとママ
は幸せいっぱいだよ♡

（大東町）

三浦紘生くん（６歳・右）、
こう せい

新菜ちゃん（１１カ月）
にい な

夏にアイルランドか
ら引っ越してきました。
兄妹で仲良く日本語勉
強中！

（住吉町）

道広優都くん（１歳）
ゆう と

わが家のビリケン様、
毎日笑顔と幸せを届け
てくれてありがとう！
これからも元気に育っ
てね。

（東栄町）

「ほっとタイ夢」に掲載する話題、「元気っ子アルバム」に掲載する写真を募集しています。
掲載方法の問い合わせは、電話かＥメールで広報広聴係（☎〈７１〉２２０２／info@city.anjo.aichi.jp）。

昨年１２月に
シニアの女性
向けファッシ
ョンショーを
主催した西部
さん。その手
ごたえと、今
後にかける思いを聞きました。
◆地元でファッションショーを
２年前に東京でシニア向けの
ファッションショーに出演し、
同年代の人たちの輝いているよ
うすを目にしました。地元でも
やってみたいと思い友人に話し
てみたところ、皆どんどん賛同
してくれたんです。友人をはじめ、
ボランティアや公民館講座等で
知り合った仲間が、それぞれの
得意分野で協力してくれました。

◆自分の元気を周りの元気に
ショーの会場では、「こんなこ
とをやる人は今までにいなかっ
たよ。すごいね」と声をかけて
もらい、とても嬉しかったです。
私たちの活動のテーマは「シニ
アがシニアを元気にする！」で
すが、自分自身が楽しみ、幸せ
な気持ちで取り組んでいると、
こんなにも周りを巻き込めるん
だと実感しました。
◆夢を形にするために
やりたいと思っていることを
すぐに実現できる人は少ないで
すが、夢はまず口にして人に聞
いてもらうことで、自分の責任
になります。そうやって夢や思
いを伝えていくことが、周りの
人を動かす力にもなるんです。

◆次はこんな企画があります！
第２回目は３月２６日掌に桜井
福祉センターで「シニアとお孫
のかわいいファッションショー」
を開催します。興味のある方は
ぜひ見にきてくださいね。西部さ西部さんん

ランウェイを歩く西部さランウェイを歩く西部さんん

「シニアがシニアを元気にする！」
ハッピーハッピーエンジェル（シニア向けの楽しいイベント企画サークル）

西部 妙子 さん（小川町）
たえ こ
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同中学校での会議中、意識を失い一時は呼吸停止に陥
った出席者を、教員や同中学校区青少年健全育成協議
会メンバーらが学校備え付けのAEDを使って救命。
衣浦東部広域連合消防局より感謝状が贈られました。

■日１月３１日 ■場安城消防署

安城南中学校教員らがAEDで人命救助

「犯罪抑止には地域の目が効果的」と安城警察署長から
の激励を受け、出席した町内会関係者全員で「がんば
ろう」三唱の後、３６台の車両が一斉に青色回転灯を点
灯させて各地のパトロールへ向かいました。

町内会青色防犯パトロール出発式

安城凧あげ大会

１月２６日の文化財防火デーに合わせて毎年実施。今年
は本殿等が市指定文化財の東端八剱神社で行いました。
参加者は水消火器等による初期消火訓練を通して、文
化財を地域で守ることの重要性を再認識しました。

■日１月２８日 ■場東端八剱神社（東端町）
はっけん

文化財防火訓練

■日１月３０日 ■場文化センター

小学生（低学年・高学年）や親子、一般、大凧・連凧の
６部門に市内外から約４００人が参加。当日は快晴なが
ら風がほとんどなく「凧あげ日和」とはいきませんでし
たが、参加者は皆楽しそうに会場を走り回りました。

■日１月２９日 ■場小川天神川原緑地
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クイズの正解者の中から抽選で５人に、記念品を差し上げます。
クイズの答え・住所・氏名・年齢・感想をはがき、又はＥメール（表題を「フォトでクイズ回答」としてください）
に記入し、３月２１日昇までに秘書課広報広聴係。（送付先詳細は裏表紙下部に記載しています）
２月１日号の答え：「LED」 ※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

市内小中学生の発明品等が展示される「かがくのひろば」。今年度は過去最高の
作品数となりました。○に入る作品数をお答えください。「○○○ 点」

４月から保育園・幼稚園に入る子ども達とそのお母さ
んが調理場を見学し、給食を試食。大きな鍋やおたま
を使って給食が作られている光景に驚きつつ、初めて
の給食を味わって食べていました。

■日２月９日 ■場中部学校給食共同調理場

調理場施設見学・試食会

「泣き虫鬼をやっつけるぞ！」「怒りんぼう鬼はあっち
行け！」部屋に現れた赤鬼・白鬼に、勇ましいかけ声
とともに豆をぶつけました。鬼の迫力に逃げ回る子や
泣いてしまう子もいましたが、皆がんばりました。

節分豆まき会

一般、一般女子、中学生男女、エンジョイの部に２６９
チーム１６１４人が参加。仲間にタスキをつなぐため懸命
に走るランナーへ、会場に駆けつけた多くの人から温
かい声援が送られました。

■日２月１２日 ■場デンパーク

第３２回デンパーク駅伝大会

市小中学生科学賞作品展「かがくのひろば」
■日２月３日 ■場よさみ保育園（美園町）

過去最高の７６８点の作品が出展。健康・環境・福祉等
に目を向けた「健幸」をテーマとした作品が全作品の５
分の１を占めました。自由な発想による作品に、大人
も児童も感嘆の声をあげながら見入っていました。

■日１月２０日 ■場文化センター


